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■ 認市Fき宮tたぶ林か●4tkき れた本llなど
の荏ll玄源の加 1製 品に,ゴ マークをW付 す
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そうすると'市喪イが訪塚村でつ くら4どた商
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高評価でした !

今いは ドSC(森 ll付理協議会)と いう世界的な機t段が  本独山の■打づくりのために↑

寸で行つている横服忍証客止資を 九州の代表格として諸塚村でも文施したものです。

火際の常 ft公と,1様のプログラムで行い 2 はJlr2()時P町かけて 公聡会 ,せ地討tt 車原
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すHほ中国EどコⅢJrttie

も ニ コ 刀 ■ば11"!Ⅲ  Ⅲ lll(6)

説明会
インタビユー

家代青年会
所有林の
現地調査

言源輩査
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Ⅲ県練凛め入菊力tlB加しているようです。有利
を加Iセ ンターに出喬してください。
Ⅲ市況は婁わりますので 充分浅恵して造材を
お日いします。

＝

８

（小
い
■
）
■
■
“

ｒ
き
た
の
大

■
な
義
生
き
た

（Ｌ
Ｉ
た
虚
）

平
成
―
に
■
　
――
　
十
　
“
亡

（小
源
■
）
藤
な
ｋ
雌
〓
た
の
資

藤
本
拒
之
き
た

（Ａ
卜
末
虚
）

ヤ
成
卜
九
年

十
■
】
‐１
せ

（斎
塚
）
ケ
ｍ
キ
次
郎
さ
ん
の
メ

安
山
隆
紀
，
さ
ん
↑
（
十
八
捜
）

■
状
十
た
■
　
■
Ｉ
　
Ｈ
亡

主な行事予定 (4月 分)

楽

つ
た
め
に
活
川
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す

心
か
ら
呼
く
お
礼
中
し
，
げ
≡

！ｙ（雷
奥
返
し
）

輝
ｍ
忠
救
標

（松

の
ｆ
）

亡
打
　
マ
■
様

中
空
ｉ
　
様

（塚
　
い
）

亡
け
　
サ
ト
様

キ
本
田
和
様

（小
源
■
）

亡
父
　
長
電
取

西
十‐‐
丈
■
十
様

【‐―
向
付
）

亡
空
　
柏
■
＝
四
郎
ほ

擦
本
ｋ
韓
様

（小
い
，―…
）

亡
々
　
拒
之
様

々
川
ャ
次
郎
様

本苗
　
煉
）

亡
な
　
膜
紀
ｒ
様

（材
な
打
＝
資
柄
札
怖
蔽
ど
）

●
十こ十
積 様
み か
ヤ ら
て の
ご
利 労
セ 志
を は
稿 箱
ht iに
J F ■

日 題 行 事 開催場所 日 程

2 水 ヤ上 拐 午後

3 木 Ⅲの 地 イljrとA 1'コ1ム式皓 10)

4 や 代没者旭 iヽ tr

にたち信■P, ―ヽタイーアン

Ⅲ  公

!(||■餞Ⅲl

1ヽ 3 0～

【Ⅲ30ヽ

7 Ⅲ 付内小中幼怖葉A 作 ヤ 世

0 水 市中大ヤA tム 叫| |()i(】て)～

10 木 詰煤幼ffl間人園式

各小学校人字式

る幼lll聞

る小 学校

13 | | 「i崎県藤会議R送■Ft雰口 7()()ヽ

1 4 1 1 Ⅲl 公 1 5 Ⅲ●ヽ

15 火 乾椛す品辞会ほi ヽい

ハｂ 水 定例lt協 Ⅲ〔 公 “,0● ヽ

８ わ ビ7′り拝Jンす― 中「 公 1 1ヽ (ヽ)ヽ

０２ 十1 営i日ヽiJ歓ヽ 〕|11,lilナ|!

京,日′Jtスiイ,1,2003

, 1 1 1 1  ,
十ヽ | ト セ

Ⅲヽ悪Ⅲ Ⅲ l

7 : 5 1 ) ヽ

1 ( ) 千( ) ( ) ｀

24 本 ′[,概 r■ ,成 il子会 1 !|()ヽ

７２ 1 1 | |! 1■ 71))ヽ

０３ 六 Jt社 神明軒“勁キ1純ltllW

i虐■性千近被RRttll納川


